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一、序　
懐風藻に大神高市麻呂の侍宴応詔詩を一首収める。
 
　
從駕応詔
 
臥病已白髮、
 
病やまひ
に臥
ふ
して已
すで
に白髮、
 
意謂入黄塵。
 
意こころ
に謂
おも
へらく黄
くわうぢん
塵に入らむと。
 
不期逐恩詔、
 
期せずして恩
おん
詔せう
を逐
お
ひ、
 
從駕上林春。
 
駕に從ふ上
じゃうりん
林の春。
 
松巖鳴泉落、
 
松巖には鳴
めいせん
泉落ち、
 
竹浦笑花新。
 
竹浦には笑
せうくわ
花新なり。
 
臣是先進輩、
 
臣は是
こ
れ先進の輩、
 
濫陪後車賓。
 
濫みだ
りて陪
ばい
す後車の賓。
　
応詔詩はほとんどが宮廷の御宴に侍する時の作で、懐風藻中最
も多い公的な性格をもつ詩題であった。そのなか、自ら「病に臥す」ことから歌い出し、 「先進の輩」と自称するこの詩は極めて異
色な一首といってよい。そこに作者の個性と経歴が強烈に反映されているばかりではない。彼が背負う大神氏の運勢と過去の伝承もその詩想の背景に色濃く投影しているように思われる。　
本稿は大神高市麻呂の従駕応詔詩を通して、作品に詠出される
詩人の経歴と思想を解析し、併せて詩想の基底に沈潜する三輪氏の伝承史についても些か考察を加えた二、大神高市麻呂の詩　
大神氏は大三輪とも書く。 旧姓は三輪、 天武天皇十二年 （六八四）
に大神の姓を賜る。高 は朱鳥元年（六八六）九月、天武天皇大喪の時、理官の事を誄するが、持統天皇六年（ 九二）の春、伊勢行幸の事を激しく諫止した結果、官職を擲って野に下った。時に中納言直 弐（従四位上）であった。　
後に政権を担った藤原不比等の第四子、麻呂がこの諫止事件を
詠じる「過神納言墟」二首を懐風藻に遺している。 
　
神納言が墟を過ぐ
大神氏と高市麻呂の漢詩
胡
　　　
志
　
昂
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一旦辞榮去
 
一旦栄
えい
を辞
じ
して去りて、
 
千年奉諌餘
 
千年諌
かんよ
餘を奉
う
く。
 
松竹含春彩
 
松竹は春
しゅんさい
彩を含み、
 
容暉寂旧墟
 
容ようき
暉は旧
きうきょ
墟に寂
き
ゆ。
 
清夜琴樽罷
 
清せいや
夜に琴
きんそん
樽罷
や
み、
 
傾門車馬疎
 
傾けいもん
門に車馬疎
な
し。
 
普天皆帝国
 
普ふてん
天皆帝
みかど
の国、
 
吾帰遂焉如
 
吾われかへ
帰りて遂
つい
に焉
いづ
くにか如
ゆ
かん。
　
第一首は、官を辞して朝廷を去った後の三輪家の凋落、行き場
を失った高市麻呂の窮状を詠嘆しつつも、諌争事件の意味を「千年もその直諌の余沢を受けるだろう」と極めて高く評価している。　
そして第二首は、
 
君道誰云易
 
君くんだう
道誰
だれ
か易
やす
しと云
い
ふ。
 
臣義本自難
 
臣しんぎ
義本より難
かた
し。
 
奉規終不用
 
規き
を奉
ほう
じて終
つひ
に用ゐられず、
 
帰去遂辞官
 
帰かへ
り去りて遂
つひ
に官
くわん
を辞
じ
す。
 
放曠遊嵇竹
 
放はうくわう
曠して嵇
けいちく
竹に遊び、
 
沈吟佩楚蘭
 
沈ちんぎん
吟して楚
そらん
蘭を佩
お
ぶ。
 
天閽若一啓
 
天てんこん
閽若
も
し一たび啓
ひら
かば。
 
將得水魚歓
 
將まさ
に水
すゐぎょ
魚の歓
よろこび
を得
え
む。
　
賢者は長い失意の間、無為に遊びながら国を憂い悩むものの、
やがて天意と通じ会い魚水の歓びを得るであろうと高市麻呂の復
活を信じて結ぶ。いかにも政権を握る藤原四子の言質に相応しいといえよう。　
高市麻呂の詩中、首聯「病に臥して已に白髮、意に謂へらく黄
塵に入らむと」の二句は、正に死ぬ「黄塵に入 」までと思われる長い間の失意をいう。ここで「病」は肉体的なものではなく、境遇的な困窮と憂愁を意味する。麻呂の詩と照応すれば朝廷から辞官した高市麻呂は に明け暮れる状況にあり、持統天皇六年から十年も経っている間に白髪頭となり このままあの世へ行くのではないかと思うのも不思議ではない。　
だから、二聯「期せずして恩詔を逐ひ、駕に從ふ上林の春」と
続け、思わぬ恩詔を受けると、その心境はまさに感極まるところであろう。そして参朝して御苑 春宴に預った である。 「從駕」とは天子の御車に付き従 随行す こと。 「上林 は長安の西にあり、始皇帝が始めて作り、漢の武帝が拡張して天下の珍禽奇獣奇花異草を集めた豪華な御苑で宮中 を喩える。詩人が御苑の行幸に侍従しての作である。　
高市麻呂が再び仕官したのは、大宝二年の正月、従四位上長門
（山口県）の守に任じられた。赴任時の宴集歌が万葉集に見える。
大神大夫の長門守に任けらえし時に、参輪川の邊に集ひてする歌二首
三諸の神の帯せる泊瀬川水脈絶えずしてわれ忘れめや
（９ ・ 一七七〇）
後れ居てわれはや戀ひむ春霞たなびく山を君が越えいなば
（９ ・ 一七七〇）
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右の二首は、古集の中に出づ。
　
二首のうち第一首が高市麻呂の歌と思われる。長門赴任に当
たって三輪山の神のご加護を象徴する泊瀬川の水脈が絶えざることを忘れないと言挙げし、いかにも三輪山信仰を背負う大神氏の氏上に相応しい。　
翌大宝三年六月、高市麻呂は都に戻り左京大夫を拝命し、従駕
応詔詩は在京任官中の作であろう。従って詩の頸聯「松巖には鳴泉落ち、竹浦には笑花新 り」は、宮中で催開された春宴の現場、御苑の景色を描き述べたものである。松の生える岩間より流れ落ちる滝が音を立てながら飛沫を揚げ、池の畔には竹叢に沿って咲き誇る花畑 一面に広がる。御苑の春景は素晴らしいの一言に尽きるが、十年も朝廷を離れて下野し せいか、詩人は自分をこの場にそぐわない人間と感じたらしい。　
だから、 詩の尾聯は、 「臣は是れ先進の輩、 濫りて陪す後車の賓」
と歌い一首を結んでい 。 「先進の輩」なる言葉は諸注釈書 指摘通り、論語・先進篇に見える
*1。
子曰
： 先進、於礼楽野人也。後進、於礼楽君子也。如用之、
則吾從先進。子曰く
： 先進、礼楽に於て野人なり。後進、礼楽に於て君子
なり。如しこれを用いれば、則ち吾先進に從ふ。
　
これに対する前漢の孔安国の注は次の通りである。
先進・後進は仕ふること先、後の輩を謂ふなり。礼楽は世に因り損益す。後進は礼楽に伴い時の中を得、これ君子なり。先進は古風有り、これ野人なり。
　
將に風を移し俗を易へこ
れを淳素に帰せしめば、先進猶古風に近い。故にこれに從ふ。
　
よって、諸注は「先進の輩」を古い官人で時に共に移り変わる
礼楽に疎い「野人」と解し、詩人の謙遜表現と捉えることが多いように思われる。これで語句の意味を確かに正しく解した に違いはない。しかし、そ は事の一面に過ぎず、先進篇に孔子の言いた 真意はむ ろその後半にある。つまり、もし礼楽を政治に用いて世の浮薄な風俗を移し変え、純朴に回帰するなら、むしろ先進の古風な礼儀作法がよ というのが本 である。これが儒教の尚古主義と われるものであり、古の理想政治を尭・舜の時代に求め、尭・舜の道こそ治世 王道とされるのである。懐風藻中の応詔詩でも王政謳歌に尭・舜の故事がよく用いられた。だが、高市麻呂はこれを 朝 使わず自己表現に使ったのである。　
一方、 「後車」は君主の御車の後に続く副車であり 経典に用例
が多いとはいえ、こ 場 適する典拠はやはり高氏 指摘とおり、魏の文帝が文学者を後車に乗せて遊覧に興じ 故事を置いてほかにないであろう
*2。曹丕が「朝歌令呉質に与うる書」において時の
風物景色に感興しつつ文学の従臣と遊覧 情景を述べてこう記した。
天氣和暖、衆果具繁、時駕而遊、北遵河曲、從者鳴笳以啓路、
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文学託乗於後車。天氣和暖にして、衆果具に繁る。時に駕して遊び、北のかた河曲に遵ふ。從者は笳を鳴らして以て路を啓き、文学は託して後車に乗る。
　「從者が楽器を鳴らして道を開き、文学の従臣を後車に乗せ」て遊び楽しむから当然宴を催し詩を賦するものである。 いわば 「後車」の用語出典はそれよりも遥かな古の経典に遡るが、季節の美景を遊覧するのに文学の臣を従えて詩文・酒宴・音楽・談論を楽しむのは魏の文帝、曹不に始まる新しい風流であった。高市麻呂が従駕する宮中 春宴も少なくとも形の上ではそれに類似す ことは明らかである。 「濫り」 すなわち場にそぐわないものだから作者は古風な自分がこ 風流な儀礼 全く相応 くないというのである。ここに作者 強烈な個性を見るこ はできる あろう。　してみれば、大神高市麻呂の従駕応詔詩は、懐風藻中の他の侍
宴応詔詩と明らかに違い、朝廷の王政謳歌の類型 逸脱し、自らを「先進の輩」と自任したところ、むしろ当時の朝廷政治に馴染まない独自の色さえ表したと読み取れる である。で 、詩人の強い個性はただ個人の問題なのか それとも んらかの背景があったのだろうか？三、諫争事件　「臥に病す」 から歌い出す大神高市麻呂の詩に言うところの 「病」は、肉体上の病気ではなく、境遇上の失意を意味する。それは歴史に大きく記された諫 によるものであった。事の経緯は
『日本書紀』持統紀六年に二回に分けて記している。時に彼は直大弐（従四位上）中納言であった。
二月丁酉朔丁未、詔諸官曰、当以三月三日、將幸伊勢。宜知此意、備諸衣物。賜陰陽博士沙門法藏・道基銀廿兩。乙卯、詔刑部省 赦輕繋。是日中納言直大貳三輪朝臣高市麻呂、上表敢直言、諌爭天皇、欲幸伊勢、妨於農時。二月の丁酉の朔丁未（二月十一日）に、諸官に詔して曰はく、「当に三月三日を以て、伊勢に幸さむ。此の意を知りて、諸の衣物を備ふべし」とのたまふ。陰陽博士沙門法藏・道基に銀二十兩賜ふ。乙卯（十九日）に、刑部省に詔して、輕繋を赦したまふ。是の日に、中納言直大貳三輪朝臣高市麻呂 表を上りて敢直言して、天皇の、伊勢に幸さむとして 農時を妨げたまふことを諌め爭めまつる。
　
旧暦の三月三日は暮春の禊ぎ祓いを執り行う重要な祭祀行事で
あった。暖かく麗らかな春の日和に人々は水辺に出て、長い冬籠りに溜まった穢れを流し落とし、人体の健康と生命の豊穣を予祝するものであ 。初めは桃の花が咲く暮春三月の上巳 日に行われ、その源流を周王朝に遡り漢代を通して盛んに行われていた
*3。
魏・晋以降、上巳の日は次第 三日に固定され、水辺で る曲水流觴の宴が大いに流行し、信仰の色が薄れる一方で、太陽太陰暦のずれを調整する節句として 暮春という季節観が強く意識され万物 成長が強調された。　
持統天皇は二月十一日に関係官庁に詔を下して、三月三日 伊
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勢行幸に備えて必要な衣装調度を準備させ、祭事に奉仕する陰陽博士、沙門法藏、道基に銀二十兩賜われた。そして同十九日、祭祀の霊験を期してか軽犯罪者の赦免を命じられたが、この日、中納言の三輪高市麻呂が上表文を奉りて直言し、天皇の伊勢行幸が農時の妨げになると諌め争ったのである。　
暮春の禊祓は、通常三月三日の一日のみの行事である。伊勢行
幸なら日数が掛かるばかりでなく、随行する公卿や従者の人数が多いうえ、季節も季節だから農事の妨げになることは確かであろう。しかし、高市麻呂の諫言は聞き入れられず、三月三日いよいよ出で立つこととなった。
三月丙寅朔戊辰、以淨広肆広瀬王・直広参当摩眞人智徳・直広肆紀朝臣弓張等、爲留守官。於是、中納言大三輪朝臣高市麻呂、脱其冠位、擎上於朝、重諌曰、農作之節、車駕未可以動。辛未 天皇不從諌、遂幸伊勢。三月の丙寅の朔戊辰（三日）に 淨広肆広瀬王・直広参当摩眞人智徳・直広肆紀朝臣弓張等を以て、 とす。是に、中納言大三輪朝臣高市麻呂、其の冠位を脱きて、朝に擎上げて、重ねて諌めて曰さく 「農作 節、車駕 未だ以て動きたまふべからず」とまうす。辛未（六日）に 天皇、諌に從ひたまはず、遂に伊勢に幸す。
　
三月三日当日、広瀬王・当摩智徳・紀弓張らが、行幸中の留守
官に任命されたが、このとき、大三輪高市麻呂が冠を脱いで、両手に奉げ持って朝廷に上り、自らの官職を賭して重ねて諌争した
そのため、三日の行幸は出発されず、朝廷に重苦しい雰囲気に満ちたことは想像に難くないであろう。慎重な考慮を経た後、三日後の同六日に天皇が遂に高市麻呂の諌言をはねつけ、伊勢行幸を断行された。官位の象徴なる冠を脱いでの諫争が聞き入れられなかった高市麻呂が、そ 後中納言を辞任し朝廷から引退するしかなかったことはいうまでもない。そして彼 持統朝 通して再び任官することなく、再度朝廷に仕え出したのは文武天皇が即位された後であ 。　
この諫争事件が高市麻呂が失意にあった直接的理由であった。
にもかかわらず再度仕官した彼は自らを「先進の輩」と称して譲らず、自分の主張に固執してやまな のである。ここの諫争事件と彼 漢詩 底通する実直というか、不屈の精神が見られるといってよいだろう。そればかりでなく、作者 強烈 個性の背後にそれを支える大神氏の古来伝承もあっ の かろうか。四、大神氏と三輪山信仰　
大神氏は大三輪氏ともいい、三輪山麓に本拠をもつ古来の地方
豪族であった。 『新撰姓氏録』に拠れば大和国の大神氏は素佐雄命の六世孫、大国主の後であったという。　
三輪氏の先祖伝承が きくクローズアップされた は『日本書
紀』崇神紀においてであった。天皇が即位さ た当初、国内に疫病が流行し、民衆は死亡する者が大半を過ぎ 。そし 百姓の流離するもの、或いは背叛くものが多く、そ 情勢は徳を以て政治を行うことが難しかった状況にあった。そこ 、天皇 神々を集
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めて占い伺われると、叔母の倭迹迹日百襲姫命が神憑りし神意を託宣する。もし倭国の域内に所居る大物主神という神を敬い祭れば、必ず安泰に治まるという。そして大物主神の子、大田田根子を捜し出して大物主神を祀らせると、ようやく疫病が終息し国内が太平となった。この大田田根子が三輪氏 始祖であった。三輪地方の神祇祭祀儀礼の確立は崇神朝 最大の出来事といってよく、その主要神大物主の祭祀権が三輪氏にあったことは重い。　
そうしたなか、崇神紀及び垂仁紀において高市麻呂の諫止事件
並びにその漢詩との関係上、特に注目される伝承は つ挙げられる。　
一つは天照大神と倭大国魂神の分祀である。それより以前、皇
宮の大殿内で天照大神と倭大国魂神の二柱を並び祭っていたが、倭大国魂神の勢が強過ぎたせいだろうか、並祀する 不安が感じられ、二人の皇女、豊鍬入姫命には天照大神を託し 倭の笠縫邑に祭り、渟名城入姫命には倭大国魂神を託して祭らせる措置が取られた。
是より先に、天照大神・倭大国魂、二の神を、天皇の大殿の内に並祭る。然して其の の勢を畏りて、共に住みたまふに安からず。故、天照大神を以ては、豊鍬入姫命に託けまつりて、倭の笠縫邑に祭る。仍りて磯堅城の神籬を立つ。亦 日本大国魂神を以ては、渟名城入姫命に託けて祭らしむ。然るに渟名城入姫、髮落ち体痩みて祭ること能 ず。
　
ところが大国魂神を祀る渟名城入姫は髮の毛が落ち体が痩せて
祭ることができなかった。そこで、天皇は神淺茅原に幸して神々を集めて占い問うと、倭迹迹日百襲姫命が神憑りし神意を託宣する。もし倭国の域内に所居る大物主神という神を敬い祭れば、必ず安泰に治ま という。ここに大国魂神の代りに大物主神が前面に出てきたのは興味深 。　
この伝承の後続というか異伝は、次の垂仁紀に見える。垂仁
二十五年、天皇が先帝崇神の偉業を受け継ごうとして、天照の祭祀を豊耜入姫命から離 て娘 倭姫命に託され、倭姫命は大神の鎭坐される処を求めて、菟田、近江、美濃を廻 て伊勢に至る。そして神の教に従い、伊勢国に天照大神 祭る祠を立 たのであ
三月の丁亥の朔丙申に、天照大神を豊耜入姫命より離ちまつりて、倭姫命に託けたまふ。爰に倭姫命、大神を鎭め坐させむ處を求めて、菟田の筱幡に詣る。更に還りて近江国に入りて、東美濃を廻りて、伊勢国に到る。時に天照大神、倭姫命に誨へて曰はく 「是の神風の伊勢国は、常世の浪の重浪帰する国なり。傍国の可怜し国なり。是 国 居らむと欲ふ」とのたまふ。故 大神 教の隨に 其 祠を伊勢国に立てたまふ。
　
天照大神を祭る伊勢神宮の創祀に関しては、実際雄略天皇の時、
伊勢地方の海部度会氏を服従させたのち、度会氏の祭る日神が皇室と関係をもち、そこへ天照大神が移し祭られたと考えられているが
*4、記・紀原資料が天武・持統朝 ほぼ出揃うことを考えれば、
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四道将軍派遣と倭武東征の間に大王家の祭祀神が征服地に入った合理性は否定できまい。よって、伊勢国は雄略天皇以前から大王家と深い関りをもったことは可能であろう。ともかく崇神・垂仁記の異伝も含めてその記載によれば、天照 神斎場を伊勢に移設する初動は垂仁朝にあり、それは崇神朝 祭祀儀礼創設の一環として、大国魂神との分祀に始まるものであ たと考えられる。ここで更に注目すべきことは垂仁紀同条の分注に その時、倭大国魂神が穗積臣の先祖大水口宿禰に憑りうつって語られた神託である。
是の時に、倭大神、穗積臣の遠祖大水口宿禰に著りたまひて、誨へて曰はく 「太初の時に、期りて曰はく、 『天照大神は 悉に天原を治さむ。皇御孫尊は、專 葦原中国の八十魂神を治さむ。我は親ら大地官を治さむ』とのたまふ。言已に訖りぬ。然るに先皇御間城天皇、神祇を祭祀りたまふと雖も、微細しくは未だ其の源根 探りたまはずして 粗に枝葉に留めたまへり。故、其の天皇命短し。是を以て、今汝御孫尊 先皇の不及を悔いて愼み祭ひまつりたま ば 汝尊の壽命延長く、復天下太平がむ」とのたまふ。
　
要するに大昔の本源的な約束事として「天照大神が高天原を治
め、皇孫家が葦原中国の諸神を治め、大国魂神は親ら大地官を治む」 という神託であった。 「大地官」 については参考資料が少なく、神話学・民俗学の知見から「半ば宗教的な官職」 、 「土地の主」と解され
*5、ここに大国魂神が原住民地の祭祀主権を主張したことは
確かであろう。神託はさらに崇神朝の神祇祭祀儀礼を「その根源を探らず、ただ枝葉を留めた」 過ぎず、故に天皇の命が短かったと断言し、垂仁天皇が先皇の及ばなかったところを悔い、神祭を慎重にされれば 汝の命 長く、天下も太平であろうという。崇神・垂仁両朝の神祇祭祀を照合すれば、天照大神斎場の伊勢遷移が大きな相違であったことは間違いない。伊勢神宮の皇祖神祀の格式が後に天武・持統朝に至って更に整備されたことは周知の通りである 、その前史は雄略朝を経 崇神・垂仁朝に遡る伝承は注目すべきである。　
二つは三輪山信仰をめぐる三輪氏と大王家との関りである。先
に渟名城入姫が大国魂神を祀るこ ができないことがあって皇は諸神を集って卜ったところ、倭迹迹日百襲姫が神憑りして、大物主神を敬い祭れば太平にな との神託を語ら た。
是に、天皇、乃ち神淺茅原に幸して、八十萬の神を會へて、卜問ふ。 是の時に、 神明倭迹迹日百襲姫命に憑りて曰はく 「天皇、何ぞ国の治らざることを憂ふる。若し能く我を敬ひ祭らば、 必ず当に自平ぎなむ」 のたまふ 天皇問ひて曰はく、 「如此教ふは誰の神ぞ」とのたまふ。答へて曰はく、 「我は是倭国の域の内に所居る 、名を大物主神 爲ふ」とのたまふ。
　
そして、大物主神が天皇の夢に現れ、吾が子の大田田根子に吾
を祭らせると、天下太平に治まるのみならず、海外の国々も服従してくるという。同じ夢は倭迹迹日百襲姫・穗積臣の先祖大水口宿禰・伊勢麻績君の三人も見たので、その進言を受けて、陶邑か
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ら大田田根子を捜し出して大物主神を祀る祭主とし、市磯長尾市を倭大国魂神を祀る祭主と たのち、諸神の祭礼、天社・国社及び神地・神戸を定めることができ 。ようやく疫病が終息し、内太平となり、五穀が豊作し、百姓が豊かになったのである。この大物主神の祭主 大 田根子が三輪氏の始祖なのであ 。　
疫病が終息した翌年、高橋活日を大神の掌酒とする大物主神の
祭祀儀礼が崇神紀に詳細に記されてい 。
冬十二月の丙申の朔乙卯に、天皇、大田田根子を以て、大神を祭らしむ。是の日に、活日自ら神酒を擧げて、天皇に献る。仍りて歌して曰はく、
此の神酒は
　
我が神酒ならず
　
倭成す
　
大物主の
　
釀み
し神酒
　
幾久
　
幾久
如此歌して、神宮に宴す。即ち宴竟りて、諸大夫等歌して曰はく、
味酒
　
三輪の殿の
　
朝門にも
　
出でて行かな
　
三輪の殿
門を
茲に、天皇歌して曰はく、
味酒
　
三輪の殿の
　
朝門にも
　
押し開かね
　
三輪の殿門
を即ち神宮の門を開きて、幸行す。所謂大田田根子は、今の三輪君等が始祖なり。
　
ここに大物主神を主神とする三輪大神を尊崇する崇神朝の性格
がよく現れているが、その祭祀儀礼の実質的立役者は倭迹迹日百
襲姫命であったとも見られる。彼女が先に神憑りの状態になって、大物主神の霊威を語ったばかりではない。四道将軍の派遣に絡んでも予知の霊力を発揮した彼女はその後大物主神と結婚し、神の嫁になったのである。崇神紀にその神婚談を次のように記している。
是の後に、倭迹迹日百襲姫命、大物主神の妻と爲る。然れども其の神常 晝は見えずして、夜のみ來す。倭迹迹姫命、夫に語りて曰はく、 「君常に晝は見えたまはねば、分明に其の尊顔を視ること得ず。願はくは暫留りたまへ。明旦に、仰ぎて美麗しき威儀を覲たてまつらむと欲ふ」といふ 大神對へて曰はく、 「言理灼然なり 吾明旦に汝が櫛笥に入りて居らむ。願はく 吾が形 な驚きましそ」とのたまふ。爰 倭迹迹姫命、心の裏に密に異ぶ。明くるを待ちて櫛笥を見れば、遂に美麗しき小蛇有り。其の長さ大さ衣紐の如し。則ち驚きて叫啼ぶ。時に大神恥ぢて 忽に人の形と化りたまふ 其の妻に謂りて曰はく 「汝、忍びずして吾に羞せつ。吾還りて、汝羞せむ」とのたまふ。仍りて大虚 踐みて、御諸山に登ります。爰に倭迹迹姫命仰ぎ見て、悔いて急居 則ち箸に陰を撞きて薨りましぬ。乃ち大市に葬りまつる。故、時人、其の墓を號け 、箸墓と謂ふ。
　
姫と結婚した大神は昼に見えず、夜だけ訪れるので、倭迹迹姫
は夫の美麗しい威儀を見たいと願った。大神は妻の要望を聞き入れ、姫の櫛箱に入って形 現す。それは長さ さ衣紐 ような美
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麗しい小蛇であった。その姿を見て姫は驚いて叫び声を揚げたら、大神は忽ち人の形と化し、 妻に「汝は吾に恥をかかせたから、吾も汝に羞をかかせる」といって空を踐んで三輪山に登った。その時、姫は空を仰ぎ見て自らの失態を後悔し、急に座り込んだところ箸に陰部を撞かれ亡くなられ 死後大市に葬られ、人々はその墓を 墓と名付けた。　
古事記はこれと別の神婚談を記しているが、倭迹迹姫の神婚談
は彼女が神の嫁として大物主神の実質的祭祀者となることを意味する。なので、姫の死は大王族の三輪山祭祀権掌握の争いを象徴すると見られなくもない
*6。がしかし、箸墓が「日は人作り、夜は
神作る」 いう伝承を つことから巨大な墳墓の造成は、単に強化された政権力に頼るものではなく 信仰力によるところも大であろう。つまり、姫と大物主 と 結婚に齟齬はあったが、死後も神の嫁として認められたからこそ、箸墓 人力だ でなく神力にもよって造成されたのである。こ に大物主神祭祀 介 て大王家と三輪氏との密接な関係を見 ことが きる。　
大物主神の居る「倭国の域内」は奈良盆地の東南にある三輪山
麓一帯を指す。大物主神は大国主神の別名で、 大国魂神がその 「幸魂 ・ 奇魂」 、 すなわち御霊の 格化であり両神一体 あり、 神代記 ・紀に大国魂神の子として三輪氏、賀茂氏を記す。渟名城入姫が大国魂神を祀ることができず、 も 田田根子でなければ祭っても霊験がない点でも両神は同様である。他方 大国魂神あくまで域内の祭祀権を主張し、対して大物主 は大王家の百襲姫と結婚したから、 物主 祭主の 大王家と がより近いことは明かである。 お、倭迹迹日百襲姫を魏志倭人伝に
見える邪馬台国女王の卑弥呼に比定する説が有力であり
*7、彼女の
神意を予知し伝達する巫女的性格は正に魏志に記す「鬼道に事へる」女王のそれに近いことは確かであろう。だとしたら、三輪氏と女王の関係も興味深いものがあろう。　
三つは崇神天皇の和風諡号が「御肇国天皇」と称せられたこと
である。いわゆる欠史八代以降、崇神天皇が「はつく しらすすめらみこと」 と称せられたのは 「敦く 祇を礼ふ祭祀儀礼を定め」 、「兵を挙げて服従しなかったものを征討された」ばかりでなく、人口を調査して男女の調役を科すことが重要であり、それが国の骨組となり、政権を運営する財政基盤となるのであった。
始めて人民を校へて、更調役を科す。此を男の弭調、女の手末調と謂ふ。是 以て、天神地祇共に和享みて、風雨時に順ひ、 百穀用 成りぬ。家給ぎ人足りて、 天下大きに平なり。故、称して御肇国天皇と謂す
　
その結果、天神地祇ともに和やかになり、風雨も季節に従って
順調で百穀もよく実った。家々が充足し天下泰平となった いう。神祇祭祀の実質的意味の一つは陰陽・寒暑の移変を予知する歳時行事にあり、それによって人身の安泰と農業の豊穣を予祝すころにあるとすれば、国家創始と称される崇神王朝の政経基盤はまず稲作農業の成功にあったともいえる 実際、崇神 に依網池、苅坂池と反折池の三池を開鑿して、稲作農業を振興にしたことが注目されねばなるまいし、 崇神朝を受け継ぐ垂仁朝ではさらに 「数八百」といわれるほど多くの池溝を開鑿して農業を盛んにし百姓
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を豊かにしたのである。
三十五年の秋九月に、 五十瓊敷命を河内国に遣して、 高石池 ・茅渟池を作らしむ。冬十月に、倭の狹城池及び迹見池を作る。是歳、諸国に令して、多に池溝を開らしむ。數八百。農 以て事とす。是に因りて、百姓富み寛ひて、天下太平なり
　
崇神天皇の磯城瑞籬宮は、今の奈良県桜井市金屋付近にあり、
この辺りの三輪山麓一帯に垂仁天皇の纏向珠城宮、景行天皇の纏向日代宮が所在していたのみならず、 渋谷 山古墳（ 陵） 、箸墓古墳（卑弥呼女王陵） 、行燈山古墳（崇神天皇陵） 、メスリ塚、西殿塚古墳など巨大な前方後円墳が点在している。よって、史学者は崇神朝に始まる前期古墳時代を三輪王朝または三輪政権と呼ぶことが多い
*8。そして王権の性格を「巨大な古墳の造営からして、
かなり専制的・権力的ものであった」と同時に、 「宗教的性格をなお濃厚に残していた」とされ
*9。三輪政権に宗教的性格が濃厚で
あったことは、先述し 三輪山信仰に関わるほか、天皇の漢風諡号「崇神」 らも明白に見て取れる。そして、 王朝 朝廷祭祀の主神が大物主神であってみれば、そ 祭祀権を分掌する三輪氏の位置も自ずと知られる。　
いってみれば、始めて朝廷の形を整えた三輪王朝において、三
輪氏は大王家に対して朝廷主神の祭祀権を司ったばかり なく神祇祭祀を通して歳時行事など農業技術を握る三輪地方 主要豪族でもあった。ここに「大地官」として う一つの職掌があり、
伊勢行幸を諫止する背景があったのではなかったか。　
七世紀後期の天武・持統朝からすれば、四世紀初めの崇神・垂
仁朝は遠い昔の出来事であったに違いないが、天武朝に始める修史事業の継続として、持統天皇五年 有力氏族の先祖墓記の上進が勅命され、その筆頭に大三輪氏が挙げられている。
八月の己亥の朔辛亥に、十八の氏（大三輪・雀部・石上・藤原・石川・巨勢・膳部・春日・上毛野・ 伴・紀伊・平群・羽田・阿倍・佐伯・采女・穗積・阿曇）に詔して、其の祖等の墓記を上進らしむ。
　
従って、多分に大三輪氏が保持していたであろう三輪王朝の建
設・完成期に当たる崇神・垂仁朝の伝承資料 、持統六年にあって正に古くて新しい記憶であったに違いない。こと朝廷創始に関わるものなら尚更重要視されてしかるべきことは想像に難くない。この点、天武天皇の時三輪氏に対する大神氏 賜姓からも伺われる。しかし 伊勢神宮に祭られる天照大神の加護により壬申の乱に勝った天武朝以降、朝廷祭祀 おけ 皇祖 優位は絶対的となる。一方、三輪山はその後も奈良盆地の象徴的な 山であったとはいえ、宗教的信仰力が衰える一途を辿 ことは否めない。こに大神高市麻呂の諫止が失敗した理由の一つがあったのではなかっただろうか五、 三輪氏と大和政権　
三輪氏は三輪地方の有力氏族として早くから大和政権に参政し
─ 345 ─
大神氏と高市麻呂の漢詩
（一一）
ていたことはいうまでもない。垂仁天皇三年、新羅の王子天日槍が帰化し 時、天皇は三輪君の祖大友主と倭直の祖長尾市とを播磨に遣して王子を問い正し、天日槍に沢山の宝物を献上させている。　
また仲哀天皇九年、神功皇后と大臣武内宿禰が謀って天皇の崩
御を匿した時、大三輪大友主君が中臣烏賊津連・物部膽咋連・大伴武以連とともに皇后の詔を受けて「百寮を領いて、宮中を守らしむ」る四大夫の一人であった。神功皇后も女王・卑弥呼に比定されていたことを思えば 常に内宮の側近に仕える三輪氏の姿を見て取 よう。　
そして敏達天皇の時、仏法が伝来した際、蘇我馬子が佛法を迎
え入れ精舍を新筑して供養した に対して、物部守屋大連、中臣磐余連に加え 大三輪逆君も もに佛法を滅ぼ 棄てようと謀ったが、天皇が崩御の時に三輪 逆が隼人を殯の庭 配置して 穴穗部皇子の皇位簒奪の企みを阻んだ。ま 穴穗部 子が炊屋姫皇后（後の推古天 ）を犯そうと無理に殯の宮 押し入ろうとする時、三輪君逆 兵衞を喚んで宮門を重く守り、その進入 決然して拒絶した。 は敏達天皇の寵臣だったのである。
夏五月に穴穗部皇子、炊屋姫皇后を犯さむとして、自ら強ひて殯宮に入る。寵臣参輪君逆、乃ち兵衞を喚して、宮門を重めて拒きて入れず 穴穗部皇子問ひて曰はく、 「何人か此に在る」といふ。兵衞答へて曰はく 「参輪君逆在り」 いふ。七たび「門開け」と呼ふ。遂に聽し入れず。
　
そのため、穴穗部皇子が三輪君逆の専横と無礼を蘇我・物部の
両大臣に訴え、逆を殺そうと願った。両名の同意を得た穴穗部皇子は物部守屋とともに兵を率いて磐余池の邊を包囲した。これを知った逆は三輪山に隱れ、同日の夜半密かに山を抜け出 て炊屋姫皇后の別業こと海石榴市宮に隠れた。情報を手に入れた穴穗部皇子が重ねて大連物部守屋を遣して三輪君逆とその二子 討 せた。
兩の大臣の曰さく、 「命の隨に」とまうす。是に、穴穗部皇子、陰に天下に王たらむ事を謀りて、口 詐りて逆君を殺さむといふことを在てり。遂に物部守屋大連と、兵を率て磐余の池邊を圍繞む。逆君知 て、参諸岳に隱れぬ。是の日の夜半に、潛に山より出でて、後宮に隱る。 （炊屋姫皇后の別業を謂ふ是を海石榴市宮と名く。 ）逆の同姓白堤と横山と、逆君が在る處を言す。 穴穗部皇子 即ち守屋大連連を遣りて曰はく、 「汝往きて、逆君併て其の二の 討すべし」といふ。
　
この時、蘇我馬子が切に諌めたが聞き入れられず、 「天下の乱は
久しからじ」と嘆いたという。敏達天皇の寵臣として、三輪君逆は「悉に内外の事を委ね」られていたからである。ここに蘇我・物部・中臣といった大豪族と一線を画するものの常に宮廷の側近に仕え、大王家の宮廷祭祀儀礼や伝承にも深く関わった三輪氏位置と立場が伺えよう。　
高市麻呂は壬申の乱で大海人皇子に付く三輪氏の一人であり、
皇子が大伴吹負を將軍に任命した時、吹負の麾下 馳せ参じた
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である。吹負が東国から飛鳥に駆け着けた大軍を上中下の三道に分けて配置したなか、高市麻呂は上道の守りに当り、箸陵のもとに戦って近江の軍を大いに破り、さらに勝 勢い 乗じて中道近江軍の後を絶ち、その軍勢を崩した。
是の日に、三輪君高市麻呂・置始連菟、上道に当りて、箸陵のもとに戰ふ。大きに近江の軍を破りて、勝に乘りて、兼て鯨が軍の後を斷つ 鯨が軍悉に解け走げて、多に士卒を殺す。
　
この功により、後慶雲三年、高市麻呂が没した時、従四位上か
ら従参位を追贈されているが、三輪山山麓のなかでも箸陵のもとに戦って勝ったのはいかにも大三輪氏 誇る伝統に相応し といえよう。いずれにしても天武崩御の際、理官の事を誄る大神高市麻呂が氏上として三輪氏の保持する大和朝廷に関わる伝承を重く背負っていたこ は疑いない。ここ 「先進の輩」をもって自任する高市麻呂の面目があり自負 源があったことは疑いあ まい。六、結び　「病に臥す」ことから歌出す大神高市麻呂の従駕応詔詩は、応詔詩のほとんどが朝廷の王政謳歌に終始するのと異なり、 自ら 「先進の輩」と自称するところに当時 風流な朝廷儀礼に対する違和感さえ吐露しているのである。そこに伊勢行幸の諫止事件に共通する詩人の実直で強烈な個性 反映され るばかりでは彼が背負う三輪王朝 称せられる大和朝廷初期＝古墳時代前期おいて三輪山信仰 祭祀者また「土地の主」として大王家に協力
して王朝を形作った大神氏の伝承と立場が色濃く投影しているのである。　
日本霊異記に彼を持統天皇の時の忠臣としその諫争事件を記し
たほか、農事を重んじる彼が龍神を感動させた伝説を語り伝えている。
日本霊異記・第二十五忠臣小欲知足諸天見感得報示奇事縁或遭早災時、使塞己田口、水施百姓田、田施水既窮、諸天感応、龍神除雨、唯澎卿田、不落餘地、尭雲更靄、舜雨還霈諒是忠信之至、徳儀之大。贊曰
：
修々神氏、幼年好学、忠而有仁 潔以無濁 臨民流惠 施水塞田、甘雨時除、美譽長傳。或るは旱災の時に遭へば 己が田の口を塞がしめて、水を百姓の田に施す。田に施す水既に窮まれば、諸天感応し 龍神雨を降らす。ただ卿の田のみに澎きて餘の地に落らず。尭雲更に靄リ、舜雨ま 霈ク。諒ニ是 信の至、徳儀の大きなり。贊に曰はく修々たり神の氏、幼き年より学を好み 忠 して仁有り 潔くして濁ること無し。民に臨み惠を流ふ。水を施 田を塞ぐ甘雨時に降 、美き譽れ長へ 傳ふ。
　
ある年、日照りの災害に遭った際、高市麻呂は自家の水田の取
水口を塞いで、水を百姓の田に流した。我田を灌漑する水が無くなり困ってしまった時、天の神が感応 て竜神に雨を降らせ、雨
─ 343 ─
大神氏と高市麻呂の漢詩
（一三）
水がただ高市麻呂の田圃に降り注ぎ、他の土地には全く降らなかった。雷雨の境界線がくっき 現れる現象を神秘化したよう説話であるが、そこには意外にも古来の稲作社会における祭祀氏族の職掌の一端を垣間見せているといってよい。そして、彼が幼年から学問を好み、経史・詩文の才を身につけたのは何よりもその作品が物語ってい 新しい律令時代の潮流に抵抗しながらも追随せざるをえない古代豪族 一つの姿があったのではなかろうか。注
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